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縄文土器3(土坑3～39)
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縄文土器4(上坑38・ 41)
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縄文土器5(上坑38)
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縄文土器6(上坑38～ 50)
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家の後Ⅱ遺跡 写真図版49
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縄文土器3(縄文時代早期～前期)
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縄文土器9(縄文時代中期～後期)
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縄文土器10(縄文時代後期)
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縄文土器11(縄文時代後期)
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縄文土器12(縄文時代後期)
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縄文土器13(縄文時代後期～晩期)
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縄文土器14(縄文時代後期～晩期)
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縄文土器15(縄文時代晩期)
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縄文土器16(縄文時代晩期)
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縄文土器17(縄文時代晩期)
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縄文土器18(縄文時代晩期)
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縄文土器19(縄文時代晩期)
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縄文土器20(縄文時代後期～晩期)



家の後Ⅱ遺跡 写真図版62

領

弥生上器1(竪穴住居1・ P601)
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弥生土器2(弥生時代前期～中期前葉)
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弥生土器3(弥生時代中期)
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弥生上器4(弥生時代中期)
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弥生土器5(弥生時代中期)
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弥生土器6(弥生時代中期～古墳時代前期)
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遺構出土土器1(掘立柱建物・土坑)
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遺構出土土器2(掘立柱建物・土坑)
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須恵器・掴鉢
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土師器
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須恵器 。上師器・青白磁・査器系陶器
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石器1(遺構出土・石鏃 )
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石器2(石鏃・尖頭器 。石錐・スクレイパーー・リタッチドフレイク・ユーズドフレイク)
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石器3(スクレイパー・楔形石器・石核)
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(楔形石器・磨製石斧)
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石器5(磨製石斧 。石錘)
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石器6(磨石・敲石・凹石・石棒・砥石・石製品)
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土製品・石臼
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所収遺跡名 所 在 地
コ ー ド

北 緯※ 東 経※ 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

ミヤノワキ

宮ノ脇

シマネケン  ウンナンシ

島根県 雲南市

木次町

キタハラ

】ヒ歩ミ

32209 Q71

35】霊

13分

38秒

132度

57分

34秒

20020415

20020607
5601正 ダム建設

イエノウンロニ

家の後 H

シマネケン  ウンナンシ

島根県 雲南市

木次町

キタハラ

】ヒ娠ミ

32209 Qlll

度

分

秒

132反

57分

35秒

20020605

20021213

20030414

20030901

6,700調苫 ダム建設

遺跡名 種 男J 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

ミヤノワキ

宮ノ脇 集落 。散布地

縄文時代

弥生時代

古墳時代

奈良時代

平安時代

鎌倉時代

室町時代

掘立柱建物  5棟
不明遺構   1基

縄文土器

弥生土器

土師器

須恵器

中世土師器

輸入陶磁器

国産陶磁器

器

器

銭

石

鉄

古

炭化材が出上した

不明遺構

小規模な中世から近世

の集落

イエノウンロエ

家の後 H 集落・散布地

縄文時代

弥生時代

古墳時代

奈良時代

平安時代

鎌倉時代

室町時代

土器埋設遺構 4基
配石土免   2基
土坑     57基
掘立柱建物  24棟

縄文土器  石器
弥生土器  鉄器
土師器   石製品
須恵器   古銭
中世土師器

輸入陶磁器

国産陶磁器

土器埋設遺構は正位で

ある

縄文時代晩期を中心と

する多様な墓制を確認

中世以降の集落

約要

宮ノ脇遺跡は斐伊川を眼下に望む斜面の緩傾斜地に位置する。縄文時代から江戸時代まで

の遺物、中世～近世の掘立柱建物などを確認した。炭化材が多 く出上した用途不明の遺構が

あり、古代～中世 と思われる。炭化材の樹種にはノグルミやヨナラ属などの広葉樹がある。

鉄洋が出上したことと合わせて、調査地の近 くに中世以前の製鉄遺跡が所在する可能性がある。

平成13年度に木次町教育委員会が調査した、宮サコ遺跡 と一連の遺跡である可能性がある。

調査後は記録保存として取 り扱いを行つた。

約要

家の後 H遺跡は斐伊川の河岸段丘上に位置する。縄文時代早期から江戸時代までの遺物、

縄文時代晩期の上坑や土器埋設遺構などの遺構、中世から近世の掘立柱建物を確認した。特

に縄文晩期の土坑には配石や石を伴うものなど墓と考えられるものを含み、縄文時代晩期の

多様な墓制を示す。また、各時代ごとの出土土器の分布と遺構の配置を対比させることによ

つて、縄文時代から鎌倉・室町時代までの活動域の範囲を想定した。調査後は記録保存とし

て取り扱いを行つた。

※緯度・経度は日本測地系による
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